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水研だより

13

監
査
制
度
変
更
へ
の
対
応

　
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
に
伴

う
コ
ス
ト
増
へ
の
支
援
と
検
査
制
度

の
見
直
し

　
持
続
可
能
な
漁
業
の
実
現
に
向

け
て
創
設
さ
れ
る
新
た
な
基
金
に

よ
る
、
生
産
・
流
通
対
策
等
の
実
施

11

養
殖
業
の
成
長
産
業
化

　
ヒ
ラ
メ
等
の
陸
上
養
殖
が
「
積
立

ぷ
ら
す
」
に
加
入
で
き
る
よ
う
な
制

度
の
見
直
し

12

漁
業
就
業
者
対
策

令和５年度 政策と予算を要望

台風被害対策を緊急提言

要
望
項
目
と
新
規
事
項

１

漁
業
生
産
活
動
の
低
迷
に

対
す
る
漁
業
者
及
び
漁

協
等
へ
支
援
対
策

２

　
２
巡
目
大
会
を
契
機
に
水
産
業
の

再
興
を
図
る
た
め
、
環
境
の
変
化

と
時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
た
「
新
た

な
水
産
振
興
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
実

践

　
「
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
上
空
監
視
の

実
用
化
」
な
ど
新
た
な
技
術
開
発

の
推
進

４

栽
培
漁
業
の
推
進
（
継
続
）

５

浜
の
活
力
再
生
・
成
長
促
進

交
付
金
の
確
保
（
継
続
）

山本勇前組合長

受章記念祝賀会

　５日、大分市内のホテルにおいて
盛大に開催されました。（▽２面）

改
正
漁
業
法
等
へ
の
適
切

な
対
応

３

第
４
３
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
開
催
を
契
機
と
し

た
新
た
な
水
産
振
振
興
プ
ラ

ン
の
策
定

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の

実
現

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
伴
う
風
評
被
害
の
防
止

と
持
続
可
能
な
漁
業
の
実
現

６

漁
業
用
軽
油
引
取
税
の
免
税

恒
久
化
（
継
続
）

７

赤
潮
対
策

　日本一の生産量を誇る
　陸上ヒラメ養殖

10

　　　シェルナースを中心に
　　　海藻が繁茂

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
拡
大
に
よ
り
減

収
が
生
じ
た
場
合
の
、
新
た
な

影
響
緩
和
対
策
の
実
施

　
新
規
就
業
者
の
着
業
後
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
対
策
研
修
の
実
施
や
一
定

期
間
の
所
得
補
償
制
度
の
制
定

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

３　面

台風避難で
養ブリ大量死

４　面

５　面

　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
を
推
進

す
る
た
め
、
水
産
資
源
の
保
護
・
培

養
に
も
資
す
る
藻
場
造
成
に
対
す

る
国
・
県
の
強
力
な
支
援

　　　第１回海づくり大会では、」これを契機に
　　　県南地域でマリノポリス計画が推進された

８

漁
場
保
全
の
推
進
（
継
続
）

９

　大分県漁業関係団体漁政推進本部（中根隆文

代表）は29日、自民党大分県連に対し令和５年度

における国・県の政策と予算確保を要望した。

　内容は九州・山口地区の漁連、漁協の共通の要

望に県漁協の独自の要望を加えた13項目。急遽

台風14号被害への対策支援を加えた。（▽３面）

　 不漁が続く漁船漁業には
　 資金繰りの支援が必要

　
漁
船
漁
業
の
経
営
継
続
に
資

す
る
漁
業
緊
急
保
証
対
策
等
の

新
た
な
資
金
繰
り
支
援
制
度
の

創
設

７　面

６　面

http://www.jf-oita.or.jp/
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ご
来
賓

（
右
か
ら

）

　
　
広
瀬
知
事

、
岩
屋
代
議
士

　
　
衛
藤
参
議

、
衛
藤
代
議
士

 
　
坂
本
全
漁
連
会
長

　
乾
杯
の
音
頭
を
と
る

　
田
中
佐
伯
市
長

　
万
歳
を
三
唱
す
る

　
阿
部
自
民
党
県
連
会
長

　
　
　
発
起
人

（
右
か
ら

）

　
　
　
　
中
根
組
合
長

　
　
　
　
戸
髙
理
事

 
　
　
　
橋
本
委
員
長

　
平
成
元
年
に
は
下
入
津
漁
協
の
理

事
、
１
０
年
に
は
同
組
合
長
を
務

め
、
１
１
年
に
は
県
信
漁
連
理
事
、

そ
し
て
１
４
年
に
は
県
漁
連
の
監
事

を
務
め
た
。
さ
ら
に
、
１
４
年
に
県
下

２
７
漁
協
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
大

分
県
漁
協
の
理
事
に
就
任
し
、
１
６

年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
１
６
年

９
ヵ
月
の
長
き
に
わ
た
り
代
表
理
事

組
合
長
の
重
責
を
果
た
し
、
本
県
漁

業
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

　
こ
の
間
、
関
係
団
体
の
多
く
の
要
職

に
就
き
平
成
２
５
年
に
は
全
漁
連
の

理
事
に
、
２
８
年
に
は
同
副
会
長
理

事
に
就
任
、
２
９
年
か
ら
は
国
の
水

産
政
策
審
議
会
委
員
を
務
め
る
な

ど
我
が
国
の
水
産
業
界
発
展
に
も
貢

献
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
平
成
２

１
年
度
に
は
佐
伯
市
長
表
彰
及
び
大

分
県
知
事
表
彰
を
受
賞
、
２
３
年
度

に
は
第
２
６
回
全
国
漁
協
運
動
功
労

者
表
彰
、
ま
た
２
９
年
度
に
は
大
日

本
水
産
会
水
産
功
績
者
表
彰
な
ど

数
多
く
の
賞
を
受
け
て
い
る
。

　
祝
賀
会
は
発
起
人
の
戸
髙
吾
一
郎

県
漁
協
理
事
の
発
声
で
開
会
し
、
発

起
人
を
代
表
し
て
中
根
隆
文
県
漁

協
組
合
長
が
山
本
氏
の
功
績
を
紹

介
し
、
「
本
人
や
家
族
は
勿
論
、
我

々
県
水
産
業
界
に
と
っ
て
こ
の
上
な

い
名
誉
」
と
述
べ
た
。
次
い
で
、
来
賓

の
広
瀬
勝
貞
県
知
事
、
衆
議
院
議
員

衛
藤
征
士
朗
氏
、
同
岩
屋
毅
氏
、
参

議
院
議
員
衛
藤
晟
一
氏
及
び
坂
本

雅
信
全
漁
連
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
業
績
を
称
え

た
。

　
山
本
氏
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

山
本
ご
夫
妻
に
孫
た
ち
か
ら
花
束

が
贈
ら
れ
た
。
山
本
氏
は
「
受
章
は

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
芳
情
の
賜
で
あ

り
、
今
後
は
ご
厚
情
に
報
い
る
べ
く

微
力
を
尽
く
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　
田
中
利
明
佐
伯
市
長
の
乾
杯
で
祝

宴
に
入
り
、
馬
場
子
供
神
楽
に
よ
る

「
岩
戸
開
き
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

　
阿
部
英
仁
自
民
党
県
連
会
長
に

よ
る
万
歳
三
唱
の
後
、
発
起
人
の
橋

本
道
夫
県
漁
協
下
入
津
地
区
漁
業

運
営
委
員
長
が
閉
会
の
言
葉
を
述

べ
、
祝
賀
会
は
盛
会
裏
に
お
開
き
と

な
っ
た
。
受
章
さ
れ
た
山
本
氏
ば
か

り
で
な
く
、
県
漁
協
関
係
者
に
と
っ

て
も
生
涯
の
記
憶
に
残
る
喜
ば
し
い

ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

営
ん
で
き
た
。
平
成
３
年
に
は
県
か

ん
水
養
殖
協
議
会
の
初
代
青
年
部

会
長
に
就
任
、
漁
場
環
境
の
保
全
や

　
　
　
　
　
　
赤
潮
対
策
に
力
を
入
れ
、

　
　
　
　
　
　
本
県
養
殖
業
の
振
興
・
発

　
　
　
　
　
　
展
に
貢
献
し
た
。

　
本
年
春
の
叙
勲
で
「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章
し
た
山
本
勇
前
組

合
長
の
記
念
祝
賀
会
が
５
日
、
大
分
市
内
の
ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ

ア
シ
ス
タ
ワ
ー
「
孔
雀
の
間
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

加
え
台
風
１
１
号
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
中
で
は
あ
っ
た
が
、
知

事
や
国
会
議
員
、
全
漁
連
会
長
を
は
じ
め
九
州
・
山
口
各
県
の
水

産
団
体
の
長
な
ど
１
０
０
人
を
超
え
る
の
関
係
者
が
顔
を
そ
ろ

え
、
山
本
氏
の
受
章
を
称
え
た
。

　
山
本
氏
は
昭
和
３
９
年
に
真
珠
養

殖
業
に
従
事
し
、
モ
ジ
ャ
コ
採
捕
漁

業
を
経
て
ブ
リ
等
の
魚
類
養
殖
業
を

山
本
前
組
合
長
の
祝
賀
会

 

盛
会

　
「
旭
日
小
綬
章
」
受
章
記
念
に
百
人
超

（2）

（
右

）
広
瀬
知
事
に
よ
る
祝
辞

（
上

）
孫
か
ら
花
束
を
受
け
る

　
　
　
山
本
ご
夫
妻
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水 研 だ よ り
水産研究部で魚類養殖のための

漁業学校が開校される！

　大分県漁業への就業を希望する方に対して、漁業に対する知識や技術の習

得等に関する研修を実施するため、県と県漁協とが連携して漁業学校を運営

しています。

令和４年度は漁船漁業３名、魚類養殖業１名の計４名が研修中で、水産研究部

と北部水産グループでも受け入れています。

水産研究部では8月27日に今年度初めて魚類養殖業の就業を目指す研修生１

名に対し「種苗生産技術」の授業で、現在資源増殖チームが取り組んでいるブ

リの人工種苗生産について講義と実習を行いました。天然モジャコによる今の

ブリ養殖では４～６月は、３年目のブリは産卵期のため身質が不安定となり、２年

目のブリは出荷サイズ（４㎏）に満たないため、出荷量が落ち込む「端境期」と

なっています。この出荷の「端境期」に、サイズが４㎏以上で高品質なブリに仕

上げるため、天然と産卵期を半年ずらした８月採卵によるブリ人工種苗生産の

研究について担当研究員が説明を行いました。今回の講義に参加した研修生

は非常に関心を持ち、熱心に意見交換を行っていました。

今後水産研究部で行う漁業学校のカリキュラムとしては魚類栄養、魚病等の座

学や魚病診断等の実習が予定されています。

就業希望者が研修終了後、円滑に就業できるよう水産研究部もできる限り協力

していきます。

写真１　講義の風景

台風１４号により佐伯の養殖業に甚大な被害発生

　
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
ブ
リ
類

の
海
面
養
殖
と
ヒ
ラ
メ
等
の
陸
上
養

殖
が
営
ま
れ
る
入
津
地
区
で
、
暴
風

や
波
浪
に
よ
り
養
殖
施
設
が
被
災

す
る
と
と
も
に
、
生
け
簀
を
避
難
し

た
入
津
湾
内
で
、
酸
欠
に
よ
る
ブ
リ

等
の
大
量
死
が
発
生
し
た
。

　
同
地
区
は
三
代
目
の
後
継
者
が
経

営
を
継
承
し
、
若
い
個
人
生
産
者
も

多
い
地
区
だ
が
、
在
池
の
８
割
以
上

を
失
っ
た
と
す
る
経
営
体
も
あ
り
、

今
後
の
生
産
の
維
持
、
経
営
の
存
続

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
中
根
組
合
長
は
ブ
リ

等

の
大
量
死
が
発
生
し
た
直
後
の
１
８

日
に
は
上
入
津
支
店
に
生
産
者
を

訪
ね
緊
急
協
議
を
行
い
、
２
０
日
に

は
豊
後
水
道
全
域
の
被
害
状
況
調

査
を
、
２
２
日
に
は
県
の
南
部
振
興

局
農
山
漁
村
振
興
部
長
及
び
佐
伯

市
長
と
の
対
策
協
議
を
重
ね
た
。
ま

た
、
２
３
日
か
ら
２
４
日
に
か
け
て

は
、
緊
急
に
現
地
入
り
を
し
た
水
産

庁
増
殖
推
進
部
の
広
野
部
長
に
も

状
況
を
説
明
し
、
窮
状
を
訴
え
た
。

　
今
回
の
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
ブ

リ
類
は
、
「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
拡
大
戦
略
」
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
型
の
輸
出
重
点
品
目
の
一
つ
で

あ
り
、
国
は
輸
出
額
を
倍
増
す
る
計

画
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
全
国

第
２
位
の
生
産
を
あ
げ
る
本
県
は
ブ

リ
類
の
輸
出
産
地
に
指
定
さ
れ
、
県

漁
協
は
実
施
主
体
の
事
業
者
と
な

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
５
年
度
の
Ｇ
Ｆ

Ｐ
産
地
加
工
施
設
の
整
備
に
向
け
本

年
度
は
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
個
人
経
営
体
が
、

今
後
と
も
生
産
を
維
持
し
、
経
営
を

存
続
出
来
る
よ
う
、
２
９
日
の
自
民

党
大
分
県
連
に
対
す
る
要
望
に
緊

急
追
加
し
、
最
大
限
の
支
援
を
要
請

し
た
。

写真２　現場視察１

写真３　現場視察２

　非常に強い勢力で九州に上陸した台風１４号によ

り、佐伯市の養殖業が被災し、ブリ等の養魚が大量

に死亡し、ヒラメ陸上養殖施設が倒壊した。被害額

の詳細は調査中だが、養魚と施設等を合わせ甚大

な金額となると見込まれる。

経営の存続に最大限の支援を
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　令和４年度のロケット打ち上げに関する第２回

事前協議が１４日、別府市内のホテルで行われ

た。文科省研究開発局、宇宙航空研究開発機

構（ＪＡＸＡ）、三菱重工業㈱、大分県漁業管理

課並びに県漁協の本店及び関係３支店が出席し

た。

　文科省の上田宇宙開発利用課長及び大分県

ロケット打上げ対策委員会の大河会長の挨拶の

のち議事に入った。

　議事１「ロケットの打上げについて」では、令和４

年度上期のロケット打ち上げ結果についてＪＡＸ

Ａより詳細に説明があった。

　また、４年度下期及び５年度の計画について説

明があった。４年度下期については、第１回事前

協議時に種子島宇宙センターからの打上げ計画

が分かり次第追加協議するとしていたＨ３ロケット

　　　　　　　　　　　　　　　試験機１号機に加え、再

　　　　　　　　　　　　　　　設定となったイプシロン

　　　　　　　　　　　　　　　ロケット６号機の打上げ

　　　　　　　　　　　　　　　について説明があった。

　　　　　　　　　　　　　　　５年度については、Ｈ‐Ⅱ

　　　　　　　　　　　　　　　Ａロケット４７号機及び以

　　　　　　　　　　　　　　　降に調整中の案件につ

　　　　　　　　　　　　　　　いて説明があり、すべて

　　　　　　　　　　　　　　　了承された。

　
２
８
日
、
日
出
市
の
大
神
漁
港
に

お
い
て
漁
船
無
事
故
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１

０
０
」
の
宣
誓
式
が
行
わ
れ
、
今
年
も

１
０
０
日
間
の
海
難
事
故
防
止
の
取

組
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
大
分
海
上
保
安
部
管
理
課
の
工
藤

渉
外
官
は
、
過
去
５
年
間
の
海
難
事

故
２
４
５
件
の
う
ち
約
３
１
％
が
漁

船
の
事
故
と
指
摘
。
１
０
０
日
間
の

無
事
故
を
目
指
す
と
共
に
、
安
全
操

業
で
漁
獲
さ
れ
た
地
元
の
魚
を
広
く

県
民
に
届
け
よ
う
と
の
趣
旨
を
説
明

し
た
。

　
県
漁
協
の
中
根
組
合
長
は
、
「
昨
年

度
に
引
き
続
き
全
面
的
に
本
運
動
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
全
て
の
支
店
、
取

次
店
が
本
運
動
に
参
加
登
録
し
た
。

安
全
操
業
の
み
な
ら
ず
、
地
産
地
消

に
つ
な
が
る
運
動
と
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
」
と
挨
拶
。
次
い
で
県
農
林

は
な
つ
ぎ
網
の
影
響

　
議
事
で
は
、
関
係
１
１
府
県
が
春

漁
の
操
業
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、

水
産
研
究
・
教
育
機
構
が
前
年
度
の

資
源
評
価
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
の
資
源
量
は

１
万
２
１
８
ト
ン
と
前
年
の
９
９
０
８

ト
ン
よ
り
増
加
と
推
定
さ
れ
た
。

　
次
い
で
、
今
後
の
広
域
資
源
管
理

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
意
見

を
交
換
し
た
。
　

　　
ま
ず
、
近
年
漁
獲
量
は
減
少
傾
向

で
あ
り
資
源
評
価
の
結
果
は
理
解
し

に
く
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
は
な
つ
ぎ
網
の
漁
獲
圧
を

巡
り
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
資
源
へ

の
影
響
を
危
惧
す
る
地
域
が
あ
る
一

方
、
水
産
庁
は
「
全
体
と
し
て
サ
ワ

ラ
資
源
は
増
え
て
お
り
影
響
な
い
」

と
の
立
場
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
は

な
つ

ぎ
網
の
操
業
地
域
か
ら
「
資
源
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
と
の
調
査
結
果
は

あ
る
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
水
産

機
構
は
「
漁
業
種
類
別
に
資
源
に
与

え
る
影
響
を
評
価
し
て
は
い
な
い
」

と
回
答
。
「
は
な
つ
ぎ
網
が
資
源
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
れ

ば
規
制
を
考
え
る
と
し
た
水
産
庁

発
言
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
の
厳
し
い

指
摘
も
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
瀬
戸
内
海
広
調
委
の

意
見
を
聴
か
な
い
の
か
」
と
水
産
庁

の
手
続
き
の
不
備
を
指
摘
す
る
意

見
も
出
さ
れ
た
。

　
特
定
の
漁
業
が
資
源
に
与
え
る
影

響
が
評
価
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

個
別
の
規
制
も
か
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。
能
動
的
漁
業
に
よ
る
獲
り

す
ぎ
を
危
惧
す
る
漁
業
者
の
理
解

は
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

サ
ワ
ラ
瀬
戸
内
海
系
群

　本年度第１回の資源管理漁業者協議会が２

７日、ウエブ開催された。本県からは、漁業者

代表委員として日出地区漁業運営委員の北

野和貴氏、漁協委員として本庄が参加した。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
産
部
長
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
の
倉
橋
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
は
、
「
無
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
の
達
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祈
念
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
に
、
コ
ロ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
収
束
し
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
物
の
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
早
期
に
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
期
待
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
激
励
し
た
。

　
次
い
で
、
県
漁
協
日
出
支
店
の
組

合
員
が
「
安
全
操
業
し
よ
ん
け
ん
、

城
下
か
れ
い
食
べ
ち
ょ
く
れ
。
」
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
誓
し
、
大
分
海
保
、

県
及
び
県
漁
協
の
三
者
で
安
全
操

業
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
す
べ
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
産
機
構
評
価
せ
ず

（4）

令和４年度・第２回

ロケット打ち上げ事前協議

中根組合長による挨拶と日出支店組合員の宣誓



令和　４年１０月 水産おおいた 第１４６号

　
８
月
２
４
日
、
第
５
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「
組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」
、
第
２
号
議
案
「
総
会
の
部
会

の
開
催
に
つ
い
て
（
別
府
支
店
）
」
及
び

第
３
号
議
案
「
香
々
地
地
区
漁
業
運

営
委
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
」
説
明

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

承
認
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
次
い
で
、
協
議
・
報
告
事
項
と
し

て
、
①
余
裕
金
の
運
用
状
況
報
告
に

つ
い
て
、
②
公
認
会
計
士
監
査
移
行

に
向
け
た
関
連
当
事
者
取
引
の
管

理
体
制
構
築
に
つ
い
て
、
③
第
１
四

半
期
～
７
月
末
ま
で
の
収
支
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

第
５
回
理
事
会
を
開
催

　
こ
の
う
ち
②
は
、
全
漁
連
全
国
監

査
部
か
ら
の
依
頼
で
、
公
認
会
計
士

監
査
移
行
に
向
け
た
内
部
管
理
体

制
構
築
の
一
環
と
し
て
、
関
連
当
事

者
取
引
の
把
握
・
管
理
体
制
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
対
応
を
要
望
さ
れ
た

も
の
。
具
体
的
に
は
、
役
員
に
対
し
２

親
等
以
内
の
親
族
の
リ
ス
ト
提
出
を

求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
全
て
の

親
族
の
名
前
を
出
せ
と
言
う
の
は
行

き
過
ぎ
、
法
的
根
拠
は
あ
る
の
か
等

の
意
見
が
出
さ
れ
、
監
事
が
全
国
監

査
部
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
に
よ
り

次
回
理
事
会
等
で
再
協
議
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
③
で
は
、
７
月
末
時
点

で
、
前
年
に
比
べ
６
千
万
円
プ
ラ
ス
と

の
状
況
が
示
さ
れ
た
。

県
漁
港
漁
場
協
会
　

令
和
４
年
度
定
時
総
会
開
催

令和４年度大分県農林水産祭の開催を決定

水産部門　販売品目（予定）一覧

挨
拶
す
る
藤
本
会
長

県漁協（支店本店）

ひがた美人加工品、ハモ加工品等

たこ唐揚、たこめし、サザエ旨煮等

骨切ハモ（冷凍）

あじ、さば、ぶり類、タチウオ等　佐賀関支店

　保戸島支店

　蒲江支店

～昨年に続き別府公園で合同開催～

　令和４年度大分県農林水産祭実行委員会（会長：広瀬

勝貞大分県知事）が書面により開催され、１０月２２日

（土）・２３日（日）の両日、別府公園会場において農業・林

業・水産部門合同で開催されることが決まった。　

　水産部門では、県漁協の６支店、２青年部及び２女性

部が特産水産物を販売するほか、県立海洋科学高と４

商社も出展を予定している。昨年の経験を踏まえ、来場

者に「大分の水産」をアピールできるよう取り組みたい。

　
大
分
県
漁
港
漁
場
協
会
は
２
日
、

県
水
産
会
館
に
お
い
て
令
和
４
年
度

定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
委
任
状
の
提
出
を
推

奨
し
、
会
員
４
１
人
中
、
本
人
出
席

９
人
、
委
任
状
３
２
人
で
総
会
は
成

立
し
た
。

　
冒
頭
、
藤
本
昭
夫
会
長
は
「
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
、
急
激
な
円
安
等
に
よ

り
、
高
級
魚
介
類
の
販
売
不
振
、
燃

油
の
高
騰
な
ど
本
県
水
産
業
は
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
国
に
は
５
年
を
一
期
と
し

た
新
た
な
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
海
業
の

振
興
な
ど
新
し
い
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
漁
村
の
課
題
解
決
の
た

め
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
必

要
な
予
算
の
確
保
等
に
努
め
る
。
ま

た
、
１
０
月
に
は
全
国
大
会
が
函
館

市
で
開
催
さ
れ
る
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

  

別
府
地
区
漁
港
漁
場
整
備
協
力

会
の
豊
島
功
会
長
を
議
長
に
選
出
し

議
事
に
入
り
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
４
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算(

案)
並
び
に

会
費(

案)

、
補
充
役
員
の
選
任
の
全

議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。
補
充
役
員
で
は
退
職
し
た

景
平
真
明
氏
の
後
任
の
髙
野
英
利

審
議
監
が
理
事
に
就
任
し
た
。

（5）

ちりめん、いりこ、アジ開き等

ちりめん、かえりちりめん、いりこ

ガザミの味噌汁、鱧かつ、イカ焼等

マグロの油漬缶詰、おさかな小判

県漁協（青年部）

ヒジキ、アオサ、ボイルタコ（冷凍）

えび、かに、たこ、たい、ぶり、あじ等

海洋科学高・商社

海苔、椎茸、温泉水他

※販売品目については現時点での予定を掲載しています。荒天等の影響に
より掲載の品目が販売できない場合や、 品目が変更となる場合があります。

　中津支店

　国見支店

　杵築支店

　下入津

　くにさき

　日出

　海洋科学高

　㈱桃太郎海苔

　本芳食品

　㈱藤田商店

　本店

　佐賀関

　㈲上野水産

マグロブロック（冷凍）

緋扇貝、蒸し緋扇貝、水産加工品等

保冷剤、保冷バッグ

県漁協（女性部）

昆布巻き、白身フライ、あら炊き等

魚の干物、ブリカマ（冷凍）



令和　４年１０月 水産おおいた 第１４６号

　令和５年１０月１日から、消費税の仕入税額控除の方式として「インボイス制度」が開始されます。

  「インボイス制度」とは、「適格請求書保存方式」のことをいいます。所定の記載要件を満たした請求書などが「適

格請求書（インボイス）」です。インボイスの発行または保存により、消費税の仕入額控除を受けることが可能です。

「インボイス制度」は売り手側、買い手側双方に適用されます。インボイスがなければ、消費税の納税額から、仕入

れ・経費に掛かる消費税を差し引くことが、認められなくなります。（詳しくは、国税庁のパンフレットを参照下さい。）

　
１
１
日
の
日
曜
日
、
中
津
市
小
祝
漁
港
に
お
い
て

「
市
民
お
さ
か
な
感
謝
デ
ー
」
が
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
た
。
　
中
津
ハ
モ
の
日
を
記
念
し
た
加
工
品
の
詰
め

合
わ
せ
や
中
津
ハ
モ
重
弁
当
が
特
価
で
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
ハ
モ
カ
ツ
バ
ー

ガ
ー
な
ど
が
人
気
を
集
め
た
。
「
や
ま
く
に
軽
ト
ラ

市
」
に
よ
る
野
菜
販
売
や
「
親
子
競
り
体
験
」
も
同
時

開
催
さ
れ
、
夏
の
思
い
出
に
残
る
１
日
と
な
っ
た
。

　
中
津
魚
市
場
（
末
松
八
起
代
表
）
が
用
意
し
た
中

津
ハ
モ
重
は
す
ぐ
に
完
売
し
、
急
遽
追
加
で
準
備
し

た
と
の
こ
と
。

　
会
場
に
は
、
中
津
市
や
県
北
部
振
興
局
の
職
員
も

多
数
参
集
し
、
県
漁
協
中
津
支
店
と
と
も
に
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　
中
津
ハ
モ
の
日
が
地
域
に
定
着
し
、
豊
前
海
の
魚
の

地
産
地
消
に
一
役
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　　(上)親子競り体験
　　(右上)会場
　　(右下)中津ハモ重

（6）

インボイス制度をご存じですか？

中津ハモの日制定１周年！



令和　４年１０月 水産おおいた 第１４６号

JFおおいた　おさかなチャンネル https://www.youtube.com/channel/UCSmhIpUWHj3GkGNw5-Mzq8w

益々充実！～ＪＦおおいた おさかなチャンネル

動画のＱＲコード

　
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
」
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
Ｊ
Ｆ

お
お
い
た
お
さ
か
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
楽
し
い
。
「
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
シ
リ
ー
ズ
に
、

特
産
水
産
物
の
時
短
レ
シ
ピ
が

次
々
と
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
を
使
っ
た
お
刺

身
、
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
ム
ニ
エ
ル
と
続

き
、
９
月
末
に
は
イ
カ
の
刺
身
も

加
わ
っ
た
。

　
地
元
タ
レ
ン
ト
の
野
口
真
美
さ

ん
が
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
の
魚
介

類
を
購
入
し
、
声
優
さ
ん
の
指

示
に
従
っ
て
調
理
し
て
い
く
。
指

示
役
に
は
ア
ニ
メ
「
う
る
星
や
つ

ら
」
の
人
気
声
優
、
古
川
登
志
夫

さ
ん
と
平
野
文
さ
ん
を
起
用
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
イ
カ
、
カ
ン
パ

チ
、
タ
イ
、
ア
ジ
な
ど
を
順
次

公
開
す
る
。
県
農
協
の
農
産
物

や
富
士
甚
醤
油
の
調
味
料
と
も

コ
ラ
ボ
し
て
い
く
。

　
楽
し
く
簡
単
な
時
短
レ
シ
ピ
が

地
産
地
消
や
魚
食
普
及
に
繋

が
っ
て
ほ
し
い
。

（7）

https://www.youtube.com/channel/UCSmhIpUWHj3GkGNw5-Mzq8w


令和　４年１０月 水産おおいた 第１４６号 （8）

レストランから
の眺めも最高

　
１
０
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
を

発
令
し
ま
し
た
。

【
本
店
】
▽
総
務
部
経
営
管
理
課
係

長
（
保
戸
島
支
店
購
買
課
係
長
）
中

村
景

▽
経
済
事
業
部
販
売
課
臨
時
（
新
規

採
用
）
廣
戸
鳳
馬

【
臼
杵
支
店
】
総
務
課
嘱
託
（
相
談

員
）
古
川
和
哉

【
保
戸
島
支
店
】
購
買
課
臨
時
（
新
規

採
用
）
石
田
伸
明

【
佐
伯
支
店
】
支
店
長
（
支
店
長
代

理
）
神
田
豊
弘
、
専
門
員
（
支
店
長
）

清
家
修

【
鶴
見
支
店
】
信
用
資
金
課
長
補
佐

（
購
買
課
長
補
佐
）
桑
原
博
之
、
購

買
課
主
任
（
信
用
課
主
任
）
三
井
亮

太
、
販
売
課
嘱
託
（
総
務
課
相
談

員
）
川
井
浩

　９月の県産魚の日は「練り・ねり・ネリ」フェ
アと銘打って「すりみ」を特売！
　調理が簡単で、いろいろな料理に使える
「すりみ」は便利で美味しい食材。
　お客様にも好評をいただきました。

人
事
異
動

　
１
月
の
地
震
災
害
の
傷
跡
も
癒
え

な
い
９
月
、
台
風
１
４
号
は
県
南
地

域
の
養
殖
業
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
。
被
災
さ
れ
た
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
生
産
の
継

続
に
向
け
行
政
庁
の
支
援
を
仰
ぐ

な
ど
、
全
力
で
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
組
合
員
の
生
産
が
続
か
な
け
れ
ば

漁
協
の
経
営
も
で
き
な
い
と
の
認
識

の
も
と
、
本
店
も
組
合
長
を
先
頭
に

た
び
た
び
現
地
に
赴
い
た
が
、
上
入

津
の
被
災
地
で
は
蒲
江
支
店
の
職
員

が
休
日
返
上
で
片
付
け
作
業
を
行
っ

た
と
聞
く
。
頭
が
下
が
る
思
い
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
広
域
連
携
の
あ

り
方
が
、
危
機
管
理
の
中
か
ら
見
え

て
き
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　
先
の
総
会
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、
県
漁
協
の
組
織
と
業
務
の
効
率

化
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、

真
に
組
合
員
の
た
め
に
な
る
改
革
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
９
月
は
出
張
が
多
く
編
集
が
進
ま

ず
、
発
行
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び

し
ま
す
。

早期復旧と生産再開を

　
海
の
眺
め
も
素
晴
ら
し
い
「
か
ま
え

イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
」
の
登
場
で
す
。

　
「
海
べ
の
市
」
に
は
産
直
の
鮮
魚
、
活

魚
そ
し
て
加
工
品
の
品
揃
え
が
多
く

魚
好
き
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
「
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
笑
魚
」
の
メ

ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
「
地
魚
フ
ラ
イ
定
食
（
８
５
０
円
税

別
）
」
。
熱
々
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、

何
よ
り
地
獲
れ
の
新
鮮
な
魚
の
味
は

抜
群
で
す
。

　
お
金
の
あ
る
方
は
、
伊
勢
え
び
や

岩
が
き
も
ぜ
ひ
お
試
し
下
さ
い
。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ

編

集

後

記


